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ULTIMATE-Subaruは、大気揺らぎの地表に近い層のみを補正する地表層補償光学（GLAO）と広視野近赤
外線観測装置を開発し、広視野に渡りシーイングを改善した高解像度の近赤外線観測を実現する装置計画であ
る。本計画では、まず始めに、GLAOシステムを望遠鏡に搭載し、既存の広視野近赤外線観測装置MOIRCSの
大幅な性能向上を行う。また、GLAOで得られる広視野を最大限に活用するへく、約 14′ × 14′ を持つ近赤外線
撮像装置 (WFI)、及ひ多天体面分光装置 (M-IFS)を新たに開発し、カセグレン焦点に搭載する。これにより、
ULTIMATE-Subaruは、HSC, PFSに続く、2020年代後半から始まる 30m級望遠鏡の時代におけるすばる望遠
鏡の広視野戦略の基幹装置として、大規模サーヘイ観測による科学的成果を上けることを目標としている。
本研究では、マウナケアにおける大気揺らぎプロファイルの統計データを用いた、シミュレーションによる

GLAO仕様の最適化、及び補正性能の評価を行い、メジアンシーイング条件において、視野直径 20′のエリアに
渡って、Kバンド (2.2µm)で FWHM∼ 0′′.22の均一な星像が得られる事を示した。また、どのシーイング条件に
おいても、GLAOにより約２倍の星像サイズの改善が得られる事を示した。これらの結果をもとに、GLAOの仕
様を最適化し、可変副鏡、波面センサー、レーザーガイド星システムといった主要サブシステムの概念設計を行
い、2018年 10月にGLAOの概念設計レビューを行なった。本講演では、ULTIMATE-Subaru計画の概要、科学
目標、及び概念設計で得られたGLAOの性能評価、主要サブシステムの概念設計について紹介する。


